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１．美浜区利用状況中間報告（1月末時点）

２．令和２年度公民館年度運営方針・事業計画重点項目等一覧

公民館名 令和２年度運営方針
令和２年度事業計画
重点項目・特色

前年度からの改善点

1 稲浜公民館

「子どもの居場所づくり」という視点
を踏まえて、子どもたちに安心して過
ごせる場を提供するとともに、学校や
家庭にも、公民館の存在を広報し、利
活用を図る。

事業数については、一昨年度より増やし
てきているので、連続講座を増やすなど
して内容面の充実を図るとともに、主催
講座の中から、サークル活動を生み出す
ことができるように参加者を支援してい
きたい。

幅広い年代の地域住民に公民館に足
を運んでいただけるように、「夏休
みファミリーコンサート」や「新春
落語会」を企画した。

2 幕張西公民館

地域に愛される公民館、必要とされる
公民館を目指し、特に家庭にこもりが
ちな若年主婦層や成人男子の参加を図
る。

　パラリンピックの実施年を踏まえ、障
碍者理解の講座を重点実施するととも
に、運営方針を踏まえ成人男子や高齢
者、フアミリーで参加できる講座の充実
を図る予定。

成年男子の参加を狙った講座の実施
や親子講座の実施など幅広い年代、
対象の参加を講座を企画した。

3 磯辺公民館
家庭教育、少年教育、成人教育の大き
くは３つのライフステージを中心に充
実を図る。

「こどもの土曜日」や「夏休みこども教
室」等、少年教育事業を充実させると共
に、「人生１００年」を意識した成人教
育事業のひとつ「知って得するくらしの
情報」を２回に分けて実施することとし
た。また「ピラティス教室」を１回実施
から３回実施することで、健康意識の向
上と日常における手軽な実践へとつなげ
られるよう体験教室の回数を増やした。

アンケートの結果や講座直後の参加
者の生の声を生かし、希望の多かっ
た健康教室と成人関係教室の教室回
数を増やした。

4 幸町公民館
全体的に利用者が減少傾向にあるため
利用者の減少を抑え増加方向への転換
を図る。

事業数の増加を図る（少年教育1）、行政
からの共催事業開催依頼についても積極
的に取り入れる。

少年向けスポーツ教室を開催するこ
とにより学校休業期間中の子どもの
居場所づくりを拡充する。

5 高浜公民館

公民館をを中心に地域・サークル間の
繋がりを密にして、集いやすい公民館
を目指す。以前より子供の居場所と
なっているロビーをより充実したス
ペースにしていく。

複数回講座の企画で、サーク化を目指
し、利用者を増やす。

幅広い年代層に来館していただける
よう、コンサートや小学生(保護者
同伴)講座を増やした。

6 打瀬公民館 事業の質を高め利用者の満足度上昇を
図る。

成人教育および少年教育を前年度からそ
れぞれ4事業増やした。少年教育講座につ
いては、希望者の多かった夏休み体験教
室を午前・午後、上学年・下学年に分別
し質を高める。

アンケート結果を基に希望の多かっ
た調理系の講座を増やした。また、
実力・人気の高いサークル講師と連
携し講座を開設した。

　前年度比較で、美浜区全体としては、減少傾向にある。
　延べ利用回数については微減であるものの、利用人数は万単位で減少している。これは、一回当たりの利用人数が減少しているこ
とを反映したもので、メンバーが高齢化により脱会するなどでサークルの構成員数が減少する状況によるものである。
　また、稲浜公民館が、別館廃止に伴い利用人数や利用回数を大きく減少させたことも、稲浜公民館だけでいえば予測された傾向で
はあるが、区全体の減少の要因となった。
　今後に向けて、施設の修繕や劣化した備品等の更新を引き続き積極的に進め、来館者が今まで以上に利用しやすい公民館となるよ
う維持管理を行うとともに、工夫に富む魅力ある主催事業を各公民館で企画し実施していく。


